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ぱおぱお ニュース

新年度が始まり、皆さんいかがお過ごしでしょうか？

新しい環境で気を張っていた疲れも出てくるころかと思います。

Ｑ４ ・立川相互病院の移転に伴い、今後ぱおぱおが移転や増設の可能性はありますか？

さて、昨年度末に立川市内在住の方々には、ご利用登録更新の手続きをお願い致しました。ご協力ありがとう

ございました。その時のアンケートでのご要望などを少しご紹介し、返答させて頂きたいと思います。

初めて集団生活を経験するお子さんは、どうしても色々な病気をもらってしまうことも多いですよね。

新しい環境に慣れてきて泣かずに登園出来るようになったかと思えば、急にお熱がでてお休み…

元気になり復活！と思ったら、今度はおなかの調子が…と登園するたびもらってきちゃうことは

よくある話です。うつしうつされお互い様、避けては通れないところ…とはいえ本人はもちろん辛く

保護者の皆さんも仕事を休みづらい中で頭をかかえてしまいますよね。皆さん本当によく頑張って

いらっしゃると思います。

生まれてしばらくは、お母さんからもらった抗体に守られていますが、その力も6ヶ月ごろから

弱まり、なくなってしまいます。赤ちゃんはウイルスや細菌と闘う力がまだ強くありません。

そのため病気になりやすくなるのです。でも、何度も風邪を引くうちに色々な抗体を作れるようになり

少しずつ闘う力もアップしています。 3歳くらいまでには風邪も引きにくくなります。

“こんなものよね～…”と先を見据えてポジティブに乗り切りましょう♪

風邪を引くと強くなる！？

Ａ１ 大変申し訳ありませんが、勤務体制などの関係により今後も変更することが出来ません。

また、給食については給食を作る施設として設置されておりませんので給食の用意は出来ません。

どうぞご理解頂けますようよろしくお願い致します。

Ａ２ お迎えの際に口頭でお伝えするようにしています。

ご不明な点などありましたら、遠慮なくスタッフまでお問い合わせください。

Ｑ１ ・仕事を遅刻早退しないと預けられないので、朝の入室時間を早めるか、夕方のお迎え時間を延長してほしい

また、利用は突発的なことが多くお弁当の用意が難しいので、給食にしてほしい

Ｑ２ ・翌日は保育園に行けるかどうかの回復具合や、午後の診察でどうだったのかを教えてほしい

Ｑ３ ・一緒に入室したお友達の病名が知りたい

Ａ３ 個人情報となりますので、病名をお教えすることは出来ません。

先週の利用者情報は、こども診療所の待合室に掲示してありますのでどうぞご覧ください。

Ａ４ 子ども診療所やぱおぱおの、移転や増設はありません。

Ａ5 申し訳ありませんが、子ども診療所前の３台のみとなります。満車の際は立川相互病院駐車場（有料）

または近隣のコインパーキングをご利用ください。

※木曜日は診療所の夜間外来があるため、病児保育お迎えの際に止められない可能性があります。

お時間に余裕を持っていらしてください。

Ｑ５ ・駐車場を増やしてほしい

限られた施設とマンパワーを最大限活かすよう努力していますが、

なかなかご期待に沿えなくてすみません。

今後も努力していきますので、ご提案よろしくお願い致します。 施設長

大久保 節士郎


